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1． は じ め に

　横 浜 市 で は，横 浜 G30 プ ラ ン に 基 づ き，徹底 し た ご

み の 減量
・

リサ イ ク ル を進め る と とも に，現 存の 廃 棄 物

最終処 分場 の 延命化 を 図 っ て い くこ とで ，平 成 26年 度

ま で の 廃棄物埋 立 処 分 が受け 入 れ られ る 見込 み で あ る。

そ の 後，平 成 26年 以 降 の 安定 した 廃棄物 寿業 の た め，

新た に 南本牧ふ 頭 第 5 ブ ロ
ッ ク 廃棄物処分場 （仮称）

を整備 す る 計画 で あ る。

　安 全性 の 高い 管理 型廃棄物処 分場 を実現 す るた め に は，

遮 水 構 造 の 信 頼 性 が 重 要 で あ り，1998年 6 月 に は 「一

般廃棄物 の 最終処 分場 お よび 産 業廃 棄 物の 最終処 分 場 に

係わ る 技術上 の 某 準 を定 め る省令」 （以 下 ，某 準 省 令 と

呼ぶ ）が 改 正 され，特 に 管理 型廃棄物最終 処 分 場 の 構

造
・
維持管理基準が強化

・
明確化 さ れ て い る 。 陸上 の 処

分 場 に 比べ ，廃棄物 の 拡散 リ ス ク が低 い と考 え られ る海

面 処 分 場 に お い て も，遮水構造 に 対 す る 安 全性 が こ れ ま

で 以 上 に重 要 視 さ れ る こ と と な り，2000年 に は 「管理

型廃棄物埋 立 護岸設 計
・施 L：・管理 マ ニ ュ ア ル 」 に 遮水

護岸に 対す る留意点が と りま とめ ら れ て い る
11。

　南本牧 ふ 頭第 5 ブロ
ッ ク 廃棄物 処 分場 の 計画 に お い

て は，よ り信頼性の 高い 遮水構造 を実現 す る た め，フ ェ

イル セー
フ の 考え を 盛 り込 ん だ新 しい 遮水構造を検討 し

て い る。遮 水 構 造 は 大 き く分 け て，基 礎 地 盤 中 の 遮 水 工

（下部遮水工 ） とそ の 上 部 の 遮 水 壁 （上 部遮 水 工 ） に 分

け られ るが，本稿で は 上 部遮水工 に つ い て 行った実験 を

中心 に，そ の 基本構造に つ い て 紹介 す る 。

2、　 南本牧ふ頭海面処分場 の 概要

　南 本 牧 ふ 頭 第 5 ブ ロ ッ ク 廃棄物処分場 は，管 理 型廃

棄物 の 最終処 分場 と して 計 画 され て い る もの で 廃棄物 の

計 画受 入量 は 400万 m3 ，年 間受 入量 約 8．4万 m3 （一般 廃

棄物4，4万 m3 ，産業廃棄物4．O万　m ／s
） と して お お む ね 50

年 の 廃棄物受 入期 問 を想 定 して い る。遮 水工 は，外周謹

岸の 内 側 に建 設 され ，処 分 場 の 面積 は 16，4ha ， 遮 水 工

の 延長は 約 1，7km で あ る。図
一一1 に 計画平面図 を 示す 。

3．　 管理型処分場に おける遮水構造

　管理 型 処 分場 の 遮 水．．「の 基 本 構 造 は，有 識 者 で 構成 さ

れ た 「横浜港南本牧海面処分場計画検討会」 に お い て，
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遮水性，構造安定 性 ， 経済性 に つ い て検 討 され た 概 略 設

計案 に 基づ き，必要 な解析 お よび 模型実験 を彳1 っ た う え

で 設計が進 め られ て い る 。

　遮 水 工 の 基本構造は，遮水性 に 優 れ，構造安定 性 の あ

る 地 盤 改 良 工 法 （CDM ） に よ り形成 し た 下 部遮 水 工 に

ケー
ソ ン お よび鋼 板 セ ル に よ る上 部遮水 工 を 組み 合わ せ

た もの と して い る 。 遮 水護岸 断 面 の イ メージ 図 を図
一2

に 示す。

　 3．1 遮水工 の 上部構造に つ い て

　遮水 ⊥ の 一E部構造は，下部遮水⊥ の CDM 上 に 据 え付

け ら れ る 構造 とな っ て お り，図
一3 に示 す よ うに ア ス フ

ァ ル トマ ス チ ッ ク に よ り遮 水 の 連 続 性 を確 保 す る構 造 と

し て い る。ま た ，ケ
ー

ソ ン 目地 に つ い て は埋 立 て に 伴 う

ケ
ー

ソ ン 変位の よ うな ゆ っ くり と し た 挙動 と地 震時 に 発

！2側
貼

図
一 1　 廃 棄物 処 分場 の 計画 平 面図

閹廾場臼 賦伽 舫囎

蕾！’一

（1）ケ ー一ソ ン式 　　　　　　　　（2）鋼板セ ル 式

　 　 　 図
一2　 遮水 護岸 全体 構 造

土 と基礎，53− 9 （572）
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図一3　 遮水工 の 上部構造 断面
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　 　 　図一．4　 止水ゴ ム 板 の 構造

生す る 可能性 が あ る急激 な変位 に 対応で き る よ うに 止水

ゴ ム 板 とア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク を組 み 合わ せ た 構造 と

して い る 。
こ れ らを，そ れ ぞ れ 海側 と外周 護岸側の 両側

2 列に 配置す る こ とで フ ェ イル セ ー
フ を取 り込 ん だ構 造

と して い る。

　図
一4 に 検討 した 止 水板の 詳細構造を 示 す。地 震 な ど

に よ る 急激 な ケ
ー

ソ ン 変位 に 対 し て も遮水 機能を保持 す

る た め ，ア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク の 自己 充填に よる遮 水

機能 が 回復 す る まで の 間 は 止水 ゴ ム 板 に よ り 遮 水機能 を

保持 で きる構造 となって い る 。

　 こ の 遮水構造 は，複数の 遮水材料を 組み 含わ せ，新 し

い 構造を組 み 込んだ もの とな っ て い る た め，以 下 の 2

点に つ い て 模型 実験 に よ る確 認 を 行 っ て い る21。

　  異種 目地 材 料 接 合 面 の 遮 水 性 能 の 確認

　  鉛直遮水 目地 構造 の 変 形 追 随性 の 確認

　前者は，異 な っ た 遮水材料の 接合面で の 遮水性能を確

認 す る ため ，想 定 され る組 み 合 わ せ に 対 して透 水実験 を

行 っ た もの であ る。後者 は，ア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク と

新 し い 構造 の 止水 ゴ ム 板 を 組 み 合 わ せ た もの とな っ て い

る た め ，急激 な ケ
ー

ソ ン 変 位 に 対 す る 挙動 に つ い て 変 形

実験 を 行 っ た もの で あ る。以 下 で は，実験結 果 を 中心 に

紹介す る。

　 な お，鋼板 セ ル の 継 ぎ手部 の 遮水構造 に つ い て は，

「管理 型 廃棄物埋 立 護岸 へ の根 入 れ式鋼板セ ル利用 指 針」

で 確 認 され て い るの で 実 験 対 象 と しな か っ た 3 ／。

　3．2　異種 目地材料接合面 の 遮水性能の 確認

　 遮 水 目地 の 主 材 料 で あ る ア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク と接

合 面 を も つ 材 料 は，RC コ ン ク ］J−一ト，CDM ，水 中 不

分離性 コ ン ク リート，止 水 ゴ ム 板，鉄板 で あ り．こ れ ら

の 組 み 合わ せ と して 表
一 1に 示 す 10種類の 接 合面 に つ

い て 図
一 5 に 示す 実験装置 で 透水試験を行 っ た。

September，2005

表
一 1　 接 合面透水試験 の 実験 ケース

論　 　文

丶 o 材料 1 材 料2

1 ア ス フ ア ル ト
．
マ ス

・ギ』
ツ ク CDM

2 ア ス フ z ル トマ ス チ ッ ク 水 中 下 分離 性 二・ン ク リート

3 ア ス フ ア ル トマ ス チ ッ ン ．コン ク リ
ー

ト （事前処 理無 ｝

4 ア ス フ ァ ル トマ ス チ ン ク 鉄 板 〔事前処理 無〕

5 ア ス フ 厂 ル ト ／ ス ヲ ツ ク 止 水 ゴ ム 板 〔タ イフ A ｝

6 ア ス フ ァ ル トマ ス チ ノ ク ア ス ノ ア ル トマ ス
．
ト ン ク

7 ア A7 ア ル ト
．
マ ス チ

’
ツ ク コン ク リ

ー
ト 〔事 前処 理 有〕

8 ア ス フ ァ ル トマ ス チ ノ ク 鉄 板 （事前 処理 有）

9 ア ス フ ア ル トマ ス チ ソ 〃 亅｝
『
水ゴム 板 〔タイ ブ B 〕

10 ア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク CDM 〔荒均 い

叫一 」  』」
図
一5　 接 合面透 水実験の 実験装置

表
一2　 異 種材料接 合面 で の 透 水量 と透 水率

ケ
ー
ス 材

・2 透 水量 （cm ） 透水 率 （cm2 ／s）

1CDM 0．0 G．00E＋00
2 水 中不 分離 コンク

「一
ト 0、0 0．00E＋00

3 コンクリ
ー
ト 0、0 0．00E＋00

4 6．2 1．79E−08
5 止 水ゴム板（1） 0．0 0．00E＋OO
6 アスファルトマスチック 0、0 0、00E＋00
7 コンクリ

ー
ト（事前処理 ） 0．0 0．00E ＋ 00

8 鉄　（ 前 処理） 0．0 0．00E＋00
9 止 水コ仏板（D 0．0 0．00E＋00
10CDM （荒均 し） 0．0 000E ＋00

※ 加 圧 時間 ：0．1気圧 20日 間 ＋0．3気圧 10日 間 （4．32 × IO6秒）

　実験 は ，水 槽 に 水 頭 差 1m 程 度 を20日 間，そ の 後水

頭差 3m 程度 を 10目 間加 圧 し ， 各接合面か らの 透水屋

を 計測 した 。 その 結 果 を表
一 2に 示 す 。

　 な お，表 中の 透 水 率 は 実験 に お い て 接 合 面の 透 水面 積

を定 義 す る こ とが 難 しい こ とか ら単位 透 水 幅 に 対 す る透

水性を評価す る値 として定義 した もの で ある。

　事前処 理 を して い な い 鉄板 とア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク

を 組 み 合 わ せ た ケ
ー

ス 4 で は 微量 な透 水 を確認 した が，

タ
ー

ル に よ る事 前 処 理 を施 した 鉄 板 の ケース 8 で は 透

水 は 見 られ な か っ た。ま た，他 の 組 み 合わ せ に つ い て も

透 水 は 見 られ な か った。した が っ て ，本実 験 で 設 定 した

異種 冖地 材料の 組み 合わ せ に つ い て は，遮水 機能は 十 分

確保 で きる と判断で きる。なお，ケ
ー

ス 4 に お い て も

透水 量 が 時間 の経過 と と もに減少 す る傾向が み られ，ア

ス フ ァ ル トマ ス チ ッ クの 自己 充填 に起因 して い る もの で

は な い か と推 測 して い る （図
一6）。

　 3．3 遮 水 目地 構造 の 変形追随性確認実験

　 止 水板 とア ス フ ァ ル トマ スチ ッ ク を 組み 合わ せ た ケ
ー一

ソ ン 鉛直遮水 目地部の 変形状況 お よび ア ス フ ァ ル トマ ス

チ ッ ク の 変形追随性 を 確 認 す る た め 図
一 7に 示 す 111

模型を作製 して 変形実験 を行 っ た。ケ
ー

ソ ン を模擬 す る
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図
一6　 ア スフ ァ ル トマ スチ ッ ク と鉄 板 の接 合 而 で の透 水
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一7　 実 験 模型 の 概 略 図
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コ ン ク リ
ー

ト部材に ジ ャ ッ キ で 10〜20　cm の 変 位 を 与 え

て ，ア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク お よび 止 水 ゴ ム 板の 変形状

態や接合面 の 状態，時間経過 に よ る 状態の 変化 を確認 し

た。コ ン ク リ
ー

ト部材 の 変位 は，法線方向に 目地 を開 く

場 合 と法線直角方向 に 相対 変位を 生 じ る場 合 の 2 種類

の 方 向 に つ い て実 験 を行 っ た 。

　実験結果か ら，2 種 類 の 止 水 ゴ ム 板 と も局所的な応 力

集中 もな くコ ン ク リ
ート部材の 変 位 に 追随す る こ と，ア

ス フ ァ ル トマ ス チ ッ ク に つ い て は 数 日間で 継 ぎ手部の 変

形に 追随 し空隙 もな く 自己充填 さ れ て い る こ と を確認 し

た （写 真
一

の。コ ン ク リート部材 に設 け た 観測 用 窓 か

らア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ クの 自己 充 填状 況 を 目視 に よ り

確認す る と （写真
一 2），初期の 段 階 で 急速 に 自己充填

が 進 行 し，ま た ，空隙 も な く充填 さ れ て い る こ とを 確認

で きた。

4．　 お わ り に

　 こ こ で は，南本 牧 ふ 頭 第 5ブ ロ ッ ク 廃 棄 物 処 分 場 に

お け る管理 型廃棄物護岸 に つ い て ，遮水 性 能実証実験 の

20

（1）試 験 直後 （2）試験 1 目後 （3）試験 5 目後

写真 　 1　 実 ア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ クの 自己 充 填状況

　 　 　 　 （上 端 ）

写 真一2　 実 ア ス フ ァ ル トマ ス チ ッ クの 自己 充填 状況

　 　 　 　 （側面）

一
部を 紹介 した。今後 は，こ の 遮水構造の 実現 に 向け て

施工 の確実性 ，経済性 を 考慮 した詳細構造 お よび施工 方

法 の検 討 を進 め，優 れ た遮水 機能 を もつ 安全 な廃棄物処

分場 の 建設 に 向 け た事業 を進 め て い くこ と とな る。

　最後 に，遮 水構造 を検討 す る うえ で貴重 な ご意見 を い

た だ い た 「横浜港南本牧海面処 分場計画 検討会」 の 委 員

の 方 々 に 深 く感謝 い た し ま す。ま た，実験の 実施 に ご協

力い た だ い た 関係者 の皆 さま に感謝 い た します。
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